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1. はじめに 
個人的な体験をライフログとして取得・活用するための

研究が盛んである．この研究は身体に装着したセンサのデ

ータから対話区間を推定し，さらに対話の相手，内容，状

況等によるインデクシングをもとにした活用を目指してい

る．この報告では頭部に装着したカメラとマイクによる画

像・音信号から，対面での対話区間を検出する手法につい

て述べる．カメラからの顔検出とマイクからの発話検出の

みでは対話区間の正確な推定は困難だが，両者を組み合わ

せることにより，複雑な背景や騒音の大きな環境下でも良

好な対話区間検出が可能なことを示す． 

2. ライフログと人／対話の検出 
ライフログとは人の生活や行動(Life)をデジタルデータ

として記録(Log)することである．例えばカメラや加速度計
などの異種センサを装着しやすい小型パッケージにまとめ

た，ライフログに役立てようとする試みがある [1]．また
加藤らは，肩に装着したアクティブ(パン-チルト)カメラを
用いて周囲の人物の顔を追跡し，出会った人を記録する研

究を行っている[2]．同じように高松らの研究でも顔検出に
よって会った人を記録している [3]． 
顔の検出だけではなく，音（声）による会話の検出，記

録を試みる研究もある。Choudhury らは，Sociometer と呼
ばれるウェアラブルデバイスを，対話を交わす人物それぞ

れに装着させることで対話の検出を行い，さらに人間関係

の解析を試みている [4]．また [5]や[6]では，複数人に装着
したデバイスとユビキタスセンサを統合することで，会話

などのインタラクションを検出することを提案している． 
この研究でもカメラとマイクを用いた対話（対面での会

話）の検出を行う．装着したカメラやマイクは独立して動

作するので，対話の相手が同じシステムを装着する必要は

ない．得られたデータからケプストラムによる母音検出と，

Haar-Like 特徴による顔の検出をそれぞれ行い，両者を統
合することで対話区間を決定する．Tancharoen らも，カメ
ラとマイクを用いている．まず音圧，周波数などの分析に

よりデータを区間に分割し，会話を行っている区間のみを

抽出する．つぎに会話区間のビデオから顔が検出されるか

否かで区間の重要性を分類している [7]．  

3. 対話区間の検出 
図 1 に実験に使用した機材（カメラ，マイク）と装着の

様子を示す．3.1 以降に述べるように，カメラのビデオ画
像から顔検出を，またマイクの音から発話（母音）区間の

検出を行い，両者が重なる区間を対話区間として検出する.
図 2 にその様子を模式的に示した．次節以降で顔検出，発
話検出それぞれの手法について述べる． 

3.1 顔検出 

顔検出手法は Lienhart[8]らの手法を用いる．この手法は，
Haar-Like 特徴を 1 つの弱識別器として用い，それらを複
数用いた強識別器を構成し，さらにこれらを複数直列に接

続した検出器を用いる．実装には OpenCV に付属する正面
顔・横顔検出用の検出器をそれぞれ用いた． 

3.2 発話検出 

人の声の母音に含まれるピッチ(基本周波数)に着目し，
発話検出を行う．ピッチ検出にはケプストラムを用い，高

ケフレンシー部の最大値と平均値を比較することで判定を

行う． 
 

 
図 1	
 カメラとマイク 

 

 
図 2	
 対話区間の検出 

 
 
 
3.3 区間検出 

以上の手法で顔と声を検出するが，実際には時間の短い

検出漏れや誤検出がしばしば発生する． 
そこで前後の区間における検出の割合に着目する．発話

検出の場合，図 3 のようにピッチが検出された区間を 1，
それ以外の区間を 0 とし，これを図 4 のように移動平均を
とり閾値以上の区間を発話区間とする．顔の検出の場合は，
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ある時刻に対し，その前後の区間における顔が検出された

画像フレームの枚数を求め閾値以上の区間を顔検出区間と

する． 

4. 実験 

4.1 実験方法 

USB カメラとマイクを図 1のように頭部に装着し，実際
に対話を交わした画像と音信号を取得した．画像は解像度

640×480 でフレームレート 15fps，音信号はサンプリング
レート 22050[Hz]で取得し後処理にて対話区間の検出を行
った． 

 

4.2 実験結果 

図 5 に上から顔検出区間，発話検出区間，検出された対
話区間，実際の対話区間を示す．また，表 1 に対話区間と
実際の対話区間の開始時刻と終了時刻を示す． 

 
図 3	
 ピッチが検出された区間 

 
図 4	
 移動平均 

 

 
図 5	
 実験結果 

 
表 1	
 検出された対話区間と実際の対話区間	
 

 開始時刻 終了時刻 
検出された対話区間 59.56[sec] 160.08[sec] 
実際の対話区間 63.51[sec] 160.00[sec] 

5. 考察 
顔検出区間では，開始 0 秒と 30 秒付近で誤って検出さ

れてしまっている．これは，人の顔でない背景を誤検出し

たためである．また発話検出に関しても同様に周囲の騒音，

主に他人の話し声による誤検出がある．しかし，顔と声の

検出両方を組み合わせることによってそれらの誤検出の影

響を抑えることができた． 

6. おわりに 
本研究では，頭部に装着したカメラ，マイクを用いて対

話を検出する手法を提案した．顔検出，発話検出それぞれ

では誤検出となるような場面においても両方を用いること

によってその影響を抑えられることが実験で示された． 
今後はカメラ，マイクを正面だけでなく横方向や後方に

装着し，横に並んでの会話など様々な状況に対応させてい

きたい．また，さらにセンサの種類を増やすことで，対話

検出の精度を向上させていきたい．例えば，骨伝導マイク

を用いれば，自分と相手の声を識別することによって，発

言の割合が推定できるので周囲の騒音に頑強に対話の検出

や状況の推定を行うことができると考えられる． 
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